
絵
を
描
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
芦
屋
町
か
ら

発
信
し
た
い
！
２
０
２
５
バ
ー
ミ
リ
オ
ン
展

　

私
た
ち
は
「
芦
屋
ス
ケ
ッ
チ
さ
ん
ぽ
同
好

会
」
と
「
ア
ト
リ
エ
Ｋ
同
好
会
」
の
合
同
の

グ
ル
ー
プ
で
す
。「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
」
で

展
覧
会
を
開
催
し
て
９
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

遠
く
広
が
る
芦
屋
の
海
を
眺
め
た
り
、
歴

史
を
残
す
漁
師
町
の
ス
ケ
ッ
チ
を
楽
し
ん
だ

り
、
教
室
で
花
や
モ
デ
ル
さ
ん
を
描
い
た
り

し
て
、
そ
の
瞬
間
の
解
放
感
を
楽
し
ん
で
い

る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
「
バ
ー
ミ
リ
オ
ン
」
と
は
朱
色
の
一
つ
で
日

本
の
伝
統
色
の
オ
レ
ン
ジ
色
・
橙
色
で
す
。
元

気
に
な
れ
る
色
、
暖
か
い
色
を
展
覧
会
の
名

称
に
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き
　
４
月
18
日
金
～
27
日
日
・
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
27
日
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

▽�

と
こ
ろ　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や

▽�

内
容　
風
景
画
42
点
、人
物・静
物
画
18
点
、

合
計
60
点
（
出
品
者
26
人
）

▽�

主
催　
芦
屋
ス
ケ
ッ
チ
さ
ん
ぽ
同
好
会
・

ア
ト
リ
エ
Ｋ
同
好
会

▽�

後
援　
芦
屋
町
・
芦
屋
町
教
育
委
員
会

▽�

問
い
合
わ
せ　
田
代
桂
子　

白
浜
町
７
‐

10
（
☎
〈
０
９
０
〉
４
５
８
６‐６
６
８
７
）

令
和
７
年
度
遠
賀
川
環
境
保
全

活
動
団
体
支
援
助
成
事
業

　

遠
賀
川
流
域
（
支
流
を
含
む
）
で
、
河
川

の
水
質
の
改
善
な
ど
を
目
的
と
し
た
環
境
保

全
活
動
を
行
う
住
民
団
体
な
ど
に
対
し
て
、

活
動
費
を
助
成
し
ま
す
。

▽�

対
象
団
体　
支
流
を
含
む
遠
賀
川
流
域
で

活
動
を
行
っ
て
い
る
、
ま
た
は
今
後
行
お

う
と
す
る
会
員
数
５
人
以
上
の
団
体

▽�

対
象
活
動　
除
草
・
清
掃
活
動
、
水
質
・

生
物
調
査
、
普
及
啓
発
活
動
な
ど

▽
対
象
活
動
期
間　
６
月
～
令
和
８
年
１
月

▽
助
成
内
容　
１
団
体
あ
た
り
上
限
10
万
円

▽�

申
込
期
間　
４
月
１
日
火
～
18
日
金

▽�

問
い
合
わ
せ　
北
九
州
市
上
下
水
道
局
水

質
試
験
所
（
☎
６
４
１
‐
５
９
４
８
）

４
月
は
20
歳
未
満
飲
酒
防
止

強
調
月
間
で
す

～
お
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
～

　

20
歳
未
満
の
人
の
飲
酒
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
20
歳
未
満
の
人
が
お
酒
を
飲

む
と
、
脳
の
発
達
な
ど
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、

健
全
な
成
長
を
妨
げ
る
の
み
な
ら
ず
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

２
０
２
２
年
４
月
か
ら
民
法
の
成
年
年
齢
は

18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
お
酒
に

関
す
る
年
齢
制
限
は
20
歳
の
ま
ま
維
持
さ
れ

て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

博
多
税
務
署
酒
類
指
導

官
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
４
１‐８
１
３
１
）

令
和
８
年
歌
会
始
の
お
題
と

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

▽�

令
和
８
年
歌
会
始
の
お
題　
「
明
」

※�

歌
に
詠
む
場
合
は
「
明
」
の
文
字
が
詠
み

込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、「
鮮
明
」「
文
明
」

「
明
星
」
の
よ
う
な
熟
語
や
「
明
る
い
」
の

よ
う
に
訓
読
み
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

▽�

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

　

�

①
詠
進
歌
は
、
お
題

を
詠
み
込
ん
だ
自
作

の
短
歌
で
一
人
一
首

と
し
、
未
発
表
の
も

の�

②
習
字
用
の
半
紙

を
横
長
に
し
て
、
右

半
分
に
お
題
と
短
歌
、

左
半
分
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
生

年
月
日
、
職
業
を
縦
書
き
で
書
く�

③
記
載

事
項
は
毛
筆
で
自
書�

④
病
気
な
ど
で
、
毛

筆
で
書
け
な
い
人
は
代
筆
や
点
字
な
ど
の

方
法
あ
り

※�

詳
し
く
は
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て

く
だ
さ
い
。

▽�

申
し
込
み　

９
月
30
日
火
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
封
筒
の
表
に「
詠
進
歌
」と
書
い
て
、

（
〒
１
０
０
‐
８
１
１
１
宮
内
庁
）
へ
郵
送

▽�

問
い
合
わ
せ　
９
月
20
日
土
ま
で
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
、
返
信
用

切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
宮
内
庁

式
部
職
宛
に
郵
便
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

令
和
７
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

福
岡
県
の
取
り
組
み
や
制
度
の
意
見
を
聴

く
た
め
に
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▽�

活
動
内
容　

①
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
（
年
６
回
程
度
）

②
県
政
に
対
す
る
提
案
な
ど

▽�

応
募
資
格　

県
内
在
住
の
18
歳
以
上
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
、
電
子
メ
ー
ル

の
送
受
信
が
で
き
る
人
（
一
部
除
外
要
件

あ
り
）

▽�

謝
礼　
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
進
呈
（
最
大
３

０
０
０
円
分
）

▽
募
集
人
数　
４
０
０
人

▽�

応
募
方
法　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み

※�

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

▽�

応
募
期
限　

６
月
１

日
日

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
県
民
情
報
広
報
課

（
広
聴
係
）（
☎
〈
０
９
２
〉
６
４
３
‐
３

１
０
３
）

みんなの

ひろば

（
山
折
り
）

お
題
「
明
」

◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦

◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦

〒
住
所

電
話
番
号
、
氏ふ

り
が
な名

、

生
年
月
日
、
職
業

福岡県
ホームページ
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●
浜は

ま
ゆ
う

木
綿
俳
句
会

入
院
手
続
続
柄
は
妻
冬
と
も
し

�

池
田
千
恵
子

虎も
が
り
ぶ
え

落
笛
崩
れ
し
ま
ま
の
砂
防
柵

�

小
川　
雪
野

検
診
を
待
つ
間
見
て
ゐ
る
大
冬
木

�

吉
住　
利
枝

牡
丹
雪
仰
げ
ば
胸き

ょ
う
つ
い椎
罅ひ

び
き
し軋
る

�

池
田　
幸
利

●
水
茎
短
歌
会

も
ら
い
来
て
植
え
し
水
仙
ぞ
っ
く
り
と

蕾
出
揃
い
花
咲
く
を
待
つ

�

田
中
勢
津
子

舌
打
ち
を
す
る
ご
と
鳴
け
る
鳥
も
来
て

我
が
庭
の
辺
に
春
は
萌き

ざ

し
ぬ

�

後
藤　
征
子

図
書
館
の
書
架
に
か
こ
ま
れ
鳴
く
鳥
の

か
す
か
な
音
色
の
Ｃ
Ｄ
を
聴
く

�

麻
生　
清
子

公
園
の
芝
生
の
上
を
走
り
ゆ
く

子
ら
の
歓
声
あ
た
り
に
ひ
び
く

�

宮
﨑
佐
代
子

【一般書】
天地震撼 伊東　潤� 著
口外禁止 下村　敦史� 著
おぼろ迷宮 月村　了

りょうえ
衛� 著

月収 原田　ひ香� 著

【児童書】
キャロットバトン こまつ　あやこ� 作
ヤービと氷獣 梨木　香歩� 作
やくそく 那須　正

まさもと

幹� 作
とーんだとんだ 中川　ひろたか� 作
いろいろたべもの 内田　有

ゆ み
美� 作

逃亡者は北へ向かう
　柚月　裕子　著

と　き 　　出　演・催　し　　
２日水 赤ちゃんおはなし会たっち
12 日土 お話しポケット
13 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11時から

　４月 23日水は「子ども読書の日」。その日から５月
12日月まで「こどもの読書週間」です。これに合わせ
て春の図書館まつりを開催します。町内の小中学生が
心に響いた「おすすめの本」を紹介しています。

▽ �とき　４月 19日土～５月 11日日

▽ �主な催し　
●小中学生が描いてくれた「おすすめの本」の掲示
※５月 21日水まで掲示
●�雑誌・新聞のリサイクル（主に令和５年４月～６年
３月）
※新聞は希望の月日を事前に申し込んでください。

俳
句
・
短
歌

■休館日　�７日月、14日月、21日月、
　　　　　24日木、28日月

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん ４月

定例おはなし会

新 着 図 書

おいでよ！春の図書館まつり

　大型絵本の読み聞かせや紙芝居など楽しいおは
なしがいっぱいです。

▽ �とき　４月27日日・午前10時 45分～11時 45分

▽ �ところ　中央公民館２階

▽ �定員　50人（事前申し込み先着順）

▽ �申し込み　４月１日火から、図書館カウンター
または電話で受け付け
※定員に満たない場合は当日参加ができます。

▽ �出演者　図書館ボランティアの皆さん（にじの
会、めるへん、おはなしトントン、お話しポケット）

「子ども読書の日」特別おはなし会

注目の一冊

　震災さえなければ、この人生は
違ったのだろうか？　
　大震災直後に殺人を犯し、死刑
を覚悟しながらもある人物を探す
ため姿を消した青年。自らの家族
も被災した一人の刑事が、執念の
捜査で容疑者に迫る。壊れた道、
選べなかった人生―混

こんとん
沌とした被

災地で繰り広げられる逃亡劇！

２月分の人の動き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人56
人32死亡

人02
人13

令和７年２月末日現在 令和６年２月末日現在

人　口
男　性6,172

女　性6,528
世帯数6,403

人

人 6,284

6,646
6,450 世帯

人

人
世帯

12,700 人 12,930 人
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